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浜田県政の特徴とは？

・戦略の立て方・県政運営
・尾崎県政との違い

産業振興計画を見てみれば分かる



http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/120801/files/2020041600210/file_20206811492_1.pdf

SWOT分析 32～33ページ



戦略の立て方・県政運営

11・12ページ



・目指す姿 ←クロスＳＷＯＴ分析

・数値目標

・5W1H
When  いつ
Where どこで
Who  誰が
Wha 何を
Why   なぜ
How   どのようにして

・PDCAサイクル

→ 尾崎県政の特徴を、浜田県政も引き継いだ

尾崎県政の特徴を明らかにし、引き継ぐ議会質問
→依光の令和元年9月定例会一般質問参照 →県庁に意識付け



QRコード

32～33ページ

尾崎県政
最後のPR冊子



QRコード

34～35ページ
239MB・・・重い注意

→
クロスSWOT分析
という用語を使用



浜田県政と尾崎県政との違い
→数値目標
→クロスＳＷＯＴ分析の、「機会」を改めて分析





＜農業産出額＞

Ｒ元年目標
1,060億円以上

Ｈ30年実績
1,177億円

Ｒ11年目標
1,285億円

＜商工業・製造品出荷額＞

Ｒ元年目標
6,000億円以上

Ｈ30年実績
5,944億円

Ｒ11年目標
7,300億円

＜観光業・県外観光客入込数＞

Ｒ元年目標
435万人以上

Ｒ元年実績
438万人

Ｒ11年目標
470万人



浜田県政と尾崎県政との違い
→クロスＳＷＯＴ分析の、「機会」を改めて分析



１ 人口減少の負のスパイラル
・人口減少、高齢化

２ まちひとしごと創生総合戦略
A 地産外商により仕事をつくる
B 若者の県外流出の防止

県外からの移住者の増加
C 中山間地域の若者の増加
D 結婚出産子育ての希望を叶える

については、変更なし



1 新型コロナウイルス対策

4 産業振興計画の基本的考え方

6 目指す将来像～強化のポイント

１ デジタル技術と
地場産業の融合

４ 県内事業者の
SDGsを意識した
取り組みの促進

＜浜田県政の挑戦＞



コロナ禍でのチャンス

・ITコンテンツ産業
→高知も本気で選択肢

・働き方改革
→どこでも仕事
→仕事以外の楽しみは？
・食や自然

→例えば、新しいオフィス補助

・市町村との連携
→総務省出身を生かす



デジタル技術と
地場産業の融合

ポイント
→光ファイバー
県内未整備1.2万世帯

コロナ対策で、
国は530億円計上

関西圏との
経済連携の強化

ポイント
→アドバイザー会議
どういったメンバー？



エスディジーズ

どう追い風にするか？

ポイント
→やっていることを、

SDGsに読み替える
例）カツオの一本釣り

→県内事業者の意識
世界の中の企業



体験型観光

ものづくり
サポートセンター

イタドリの外商



Tosa Rouge Beef
トサルージュビーフ

霜降りが控えめな「A3」
「A2」の枝肉の中から、充
実したロース、土佐あかう
しらしい小サシで、余計な
脂身が少ないものを厳選

キャンプ場

スポーツツーリズム



浜田県政の特徴と産業振興計画
市町村議会での活用

〇市町村の産業政策を、クロスＳＷＯＴ分析により、目指す姿を考えてみる。

・産業振興計画＝雇用を作る。所得を上げる。

〇市町村のまち・ひと・しごと総合戦略を、県の総合戦略と比べてみる。

・例えば、数値目標。
例えば、ＰＤＣＡサイクルが回っているか。

〇新しい県の政策について、市町村の受け皿を作る。

・市町村議会で、デジタル技術や、SDGsについての質問をする。

→今後も、一緒に勉強していきましょう！！
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